










〔目的〕 

 小児における不整脈発見の機会は,胸痛・不快感等の自覚症状によるより,医療機関受診

時や集団心臓検診による方が圧倒的に多い。そこで,学童心臓検診における不整脈の頻度が

どの程度なのかを調べ,併せて運動負荷後に出る心室性期外収縮の出現度と,ホルターを用

いた 1日における出現数との関連をみてみることが,本研究の目的である。 


